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エンライト (通常タイプ) とエンライトLV* (低粘度タイプ) は、セラ

ミック、プラスティック等の審美ブラケットに最適な光重合ボンディ

ング・レジンです。一方、光に反応したレジンは初期硬化後も重合し

続けるので、メタル・ブラケットの裏面でも完全に重合します。メタ

ル・ブラケット裏面の光重合レジンを重合させるための照射時間は、

フィラメント・バルブを使用して、ブラケット毎にいろいろな方向か

ら最低30秒間行なわなくてはいけません（図1）。セラミックやプラス

ティックの場合は各ブラケット当たり10秒の照射が適切です（図2）。

光重合レジンがクリアー・ブラケットに使用するように推奨される

理由の1つは、化学重合レジンに見られるアミン重合促進剤のかわり

に光が重合のエネルギーを与えるからです。化学重合レジンに入って

いるアミン重合促進剤はレジンの変色が起きる主な原因の1つです。

光重合レジンは非常に変色しにくいので、クリアー・ブラケットの透

明性を維持するのにより適しています。

皆さんもご存知の通り、光重合レジンの長所の1つは作業時間が長

いことです。一般的な光重合レジンの作業手順は、先ずスタッフがブ

ラケットを仮に位置決めし、続いて矯正医が正確に位置決めし直し、

最後にスタッフが光照射します。

しかしながら、光重合レジンの場合ブラケットの脱落が増えてしま

う可能性もあります。なぜならば周囲の光、特に診察台のライトが重

合を開始させてしまうからです。初期のゲル化（初期重合）が始まっ

た後にブラケットと接着材を動かしてしまうと、ポリマーの接着強度

は弱まってしまいます。接着強度が弱くなったボンディング材は通常、

治療直後ではなく、3ヶ月以内にブラケットの脱落をもたらします

（レジンはエナメル質かブラケットのメッシュに残ります）。

どのような重合状態でブラケットの脱落が起きてしまうかというこ

とは、状況によって変わります。私たちが知っておかなければならな

いことは、周囲の光、太陽光線、白熱光線、特に診察台のライト（蛍

光灯はさほど影響ありません）が光重合レジンをすぐに硬化させてし

まうことです。The Journal of the American Dental Association,

August 1998 に報告された研究によると、診察台のライトに2分間さ

らすことでレジンの約50%が重合してしまいます（図3）1。重合の度

合は光の波長と強さによります。私たちの診療室の光照射器ではエン

ライト（もしくはエンライトLV）は10秒で硬化します。コストと余計

なブラケットの脱落を削減するために、ブラケットの位置決めと重合

は最短時間で行なうようにしています。ブラケットの仮の位置決めと

正確な位置決めの間に時間が開いてしまう場合には、ブラケットと接
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図1 メタル・ブラケットの場合、ブラ
ケット当たり最低30秒間色々な方
向から光照射する必要があります。

図2  審美ブラケットの場合、ブラケッ
ト当たり10秒間光照射する必要が
あります。

*低粘度タイプのエンライトLVはボンディング・リテーナーやその他レジンの流れがより必要な場合のために作られました。



着材を光から遮蔽します。診察台のライトが接着材の早すぎる硬

化の原因である場合は、ライトに赤（第一の選択肢）もしくはオ

レンジ（第二の選択肢）のプラスティック・シールドを取り付け

ます。

接接着着強強度度をを最最大大ににすするるににはは時時間間ががかかかかりりまますす

ブラケットが脱落するもう1つのよくある原因は、接着材硬化の

初期にブラケットに過大な力をかけてしまうことです。すべての

ボンディング材（化学重合レジンと同様に光重合レジンも）は接

着強度が最大になるまでに少なくとも24時間かかります。メタ

ル・ブラケットを光重合もしくは化学重合レジンで接着した場合

の接着強度は、私たちが通常最初のアーチワイヤーを設置する時

点、すなわち作業開始10分から15分後では、最大強度の約50%で

あると思われます（図4）。光重合レジンは初期硬化が早いので、

アーチワイヤーを装着し、結紮する時点のメタル・ブラケットの

裏面における重合の度合と接着強度は、化学重合レジンとほぼ同

じです。メタル・ブラケットにおいて、光重合レジンは十分に硬

化するまでに少なくとも24時間を要します２。

十分な接着強度を得るまでは注意が必要です。ブラケットの接

着と再接着のアポイントメントにおいては、大きな断面積や比較

的硬いワイヤーは装着しないようにしなければなりません。再接

着の際、すでに太く硬いアーチワイヤーを使用していた場合は、

次の来院まで細く弱いワイヤーに戻します。次の来院までローテ

ーションさせないことも良いアイデアかも知れません。ブラケッ

トの最初の接着、再接着のいずれにおいても、最初は大きいサイ

ズのエラスティック・リガチャーを使用します。接着・再接着後

の最初の24時間は柔らかい物を食べるよう患者に注意します。

ブラケットを再接着する費用は、労力と経費でブラケット1個当

たり100ドルから200ドルかかります。再接着は治療期間を延長し

てしまうだけでなく、非常に非効率的です。チタン合金ワイヤー

の特性を利用してアポイントメント間隔を広げ始めるに従い、ブ

ラケットの脱落比率を下げることが重要になってきました。注意

を守ることによって、光重合レジンの優れた特徴を利用し、ブラ

ケットの脱落とそれにかかる費用を最小限にすることができます。
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図3 診察台のライトに2分間さらすことにより、光重合器で行われる約半分の
重合が行われてしまいます。The Journal of the American Dental
Association, August 1998.

図4 光重合レジンは初期硬化が早いので、ワイヤー装着時点（接着後10分から
15分）での重合の度合（メタル・ブラケット裏面における接着強度）は化
学重合レジンとあまり変わりません。メタル・ブラケットの場合、光重合
レジンは完全に重合するまでに24時間必要です。American Journal of
Orthodontics and Dentofacial Orthopedics, October 1996.
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優れた　操作性・清掃性・接着強度

エンライトは光重合接着剤の新基準です

エンライトには2つのタイプがあります。
エンライト：通常タイプ

エンライトLV：低粘度タイプ

エエンンラライイトト単単品品

シリンジ（4g） 740-0195
ユニドース（0.2gｘ10個) x 2ﾊﾟｯｸ 740-0178
XMシーラント（5ml） 740-0296
ユニドース・ガン（1個） 740-0197

※エンライトは単品のみの販売となります
(キットはございません）
※ユニドース・ガンはオートクレーブ対応になっております。

エエンンラライイトトL V（低粘度タイプ）単単品品

ユニドース（0.2gｘ10個) x 2ﾊﾟｯｸ 740-0278
ＸＭシーラント（5ml） 740-0296
ユニドース・ガン（1個） 740-0197

エエンンラライイトトL Vユユニニドドーースス・・キキッットト（（約約25症症例例) 740-0299

内容：ペースト（ユニドース6パック）、XMシーラント（5ml）、
ミキシング・パド（1冊）、エッチング液（10ml）、
アプリケーター・ブラシ（38本）、スパチュラ（75本）、
ユニドース・ガン（1個）

※エンライトL Vはユニドース（1症例包装）のみです。
(シリンジ入りはございません)
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